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一　

問
題
の
所
在

　

元
代
を
代
表
す
る
文
人
欧
陽
玄
（
一
二
七
三
〜
一
三
五
八
）
に
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

宋
訖
、
科
擧
廢
、
士
多
學
詩
。
而
前
五
十
年
、
所
傳
士
大
夫
詩
、
多
未
脫
時
文
故
習
。
聖
元
科
詔
頒
、
士
亦
未
嘗
廢
詩
學
、
而
詩

皆
趨
於
雅
正
。
舊
謂
擧
子
詩
易
似
時
文
、
正
未
然
也
。（『
圭
斎
文
集
』〔
四
部
叢
刊
初
編
〕
巻
八
「
李
宏
謨
詩
序
」）

宋
訖を

は
り
、
科
挙
廃
さ
れ
、
士
の
詩
を
学
ぶ
こ
と
多
し
。
而
れ
ど
も
前
五
十
年
、
伝
ふ
る
所
の
士
大
夫
の
詩
、
未
だ
時
文
の
故
習

を
脱
せ
ざ
る
こ
と
多
し
。
聖
元
科
詔
頒わ

か
た
る
る
も
、
士
は
亦
た
未
だ
嘗
て
詩
学
を
廃
せ
ず
、
而
し
て
詩
皆
な
雅
正
に
趨
る
。
旧も
と

よ
り
挙
子
の
詩
は
時
文
に
似
易
し
と
謂
ふ
も
、
正
に
未
だ
然
ら
ざ
る
な
り
。

　

宋
が
滅
び
、
科
挙
が
廃
止（
１
）さ
れ
る
と
、
士
人
達
は
多
く
詩
を
学
ん
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
主
に
江
南
の
状
況
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
宋
滅
亡
後
、
す
な
わ
ち
元
初
に
は
詩
を
作
る
こ
と
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
こ
に
科
挙
の
停
止
が
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
か
か
る
言
説
は
実
は
欧
陽
玄
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
「
於
是
廢
科
擧
十
二
年
矣
、

而
詩
愈
昌
（
是
に
於
て
科
挙
を
廃
す
る
こ
と
十
二
年
、
而
れ
ど
も
詩
愈い
よ
いよ
昌さ
か

ん
な
り
）」（
劉
辰
翁
〔
一
二
三
二
〜
九
七
〕『
須
渓
集
』〔
文

淵
閣
四
庫
全
書
〕
巻
六
「
程
楚
翁
詩
序
」）、「
場
屋
既
廢
、
爲
詩
者
乃
更
加
多
（
場
屋
既
に
廃
さ
る
る
も
、
詩
を
為つ
く

る
者
乃
ち
更
に
加ま
す
ます

多
し
）」（
牟
巘
〔
一
二
二
七
〜
一
三
一
一
〕『
牟
氏
陵
陽
集
』〔
文
淵
閣
四
庫
全
書
〕
巻
十
三
「
唐
月
心
詩
序
」）
等
の
如
く
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
発
言
は
い
ず
れ
も
科
挙
の
停
止
と
作
詩
熱
の
勃
興
を
関
連
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
劉
壎
（
一
二
四
〇
〜
一
三
一
九
）
は
作

58

中
国
文
学
論
集
　
第
三
十
九
号

奥
　
野
　
新
太
郎

挙
子
業
に
お
け
る
詩
　

	

―
元
初
の
科
挙
停
止
と
江
南
に
お
け
る
作
詩
熱
の
勃
興
―



詩
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、「
今
幸
科
目
廢
、
時
文
無
用
、
是
殆
天
賜
讀
書
歲
月
矣
（
今
幸
ひ
に
も
科
目
廃
さ
れ
、
時
文
の
無
用

な
る
は
、
是
れ
殆
ど
天
の
読
書
の
歳
月
を
賜
ひ
し
な
り
）」（『
水
雲
村
稿
』〔
文
淵
閣
四
庫
全
書
〕
巻
十
一
「
答
友
人
論
時
文
書
」）
と
述

べ
、
科
挙
の
停
止
を
学
問
に
と
っ
て
の
幸
い
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
元
人
の
発
言
を
我
々
は
如
何
に
理
解
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
ら
の
発
言
の
真
意
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
科
挙
或
い
は
挙
子
業
に
お
け
る
詩
の
在
り
方
が
如
何
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
こ
に
こ
そ
作
詩
熱
の
勃
興
と
科
挙
の
停
止
を
関
連
付
け
る

こ
れ
ら
元
人
の
言
説
の
真
意
を
知
る
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
は
一
二
三
四
年
に
金
朝
を
、
一
二
七
六
年
に
は
南
宋
を
滅
ぼ
し
た
。
以
後
、
仁
宗
ア
ユ
ル
バ
ル
ワ
ダ
に
よ
る
再
開
ま
で
、

北
中
国
で
は
約
八
〇
年
間
、
南
中
国
で
は
約
四
〇
年
間
に
わ
た
り
科
挙
は
停
止
さ
れ
る（

２
）。
元
代
は
、
隋
代
に
創
設
さ
れ
清
の
光
緖
三
一

年
（
一
九
〇
五
）
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
旧
中
国
の
社
会
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
科
挙
が
、
唯
一
長
期
的
に
停
止
さ
れ
た
時

代
で
あ
る
。
ま
た
、
科
挙
制
度
が
文
学
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
も
、
科
挙
が
停
止
さ
れ
た
元
代
は
ユ
ニ
ー
ク
な
時
代
で

あ
る
と
言
え
る
。
元
代
の
科
挙
と
文
学
に
つ
い
て
、
例
え
ば
科
挙
の
停
止
に
よ
っ
て
官
途
を
閉
ざ
さ
れ
た
文
人
達
が
抑
圧
さ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
は
け
口
と
し
て
雑
劇
の
制
作
に
力
を
注
い
だ
と
い
う
の
は
、
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

３
）。
そ
し
て
、
元
代
で
は
科

目
か
ら
除
外
さ
れ
た
詩
に
関
し
て
、
吉
川
幸
次
郎
氏
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

世
紀
の
末
、
蒙
古
に
よ
る
征
服
は
、
こ
の
情
勢
（
市
民
に
よ
る
詩
の
盛
況
―
引
用
者
）
に
打
撃
を
与
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
情
勢

を
促
進
し
た
。
ま
ず
「
科
挙
」
の
停
止
、
そ
れ
は
漢
人
の
政
治
参
与
へ
の
抑
制
を
、
宣
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
市
民
た
ち
は
、

精
力
と
憤
懣
の
は
け
口
を
、
二
つ
の
方
向
に
求
め
た
と
思
わ
れ
る
。
都
市
の
商
業
の
発
達
し
た
こ
の
地
方
（
南
中
国
―
引
用
者
）

と
し
て
は
、
そ
の
方
向
へ
の
活
動
も
、
は
け
口
の
一
つ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
い
ま
一
つ
の
重
要
な
方
向
は
、
文
学
、
こ
と
に

詩
へ
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　

お
な
じ
よ
う
な
現
象
は
、
世
紀
の
前
半
、
金
が
ほ
ろ
び
た
の
ち
の
北
中
国
に
も
お
こ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
失
職
し
た
文
化
人

が
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
戯
曲
の
制
作
に
従
事
し
、
関
漢
卿
、
馬
致
遠
、
白
仁
甫
ら
を
先
頭
と
す
る
「
雑
劇
」
を
生
み
、
中

国
は
じ
め
て
の
虚
構
の
文
学
の
盛
況
を
見
た
こ
と
は
、
か
つ
て
私
が
「
元
雑
劇
研
究
」
で
詳
説
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。

　

し
か
し
南
方
で
は
、
状
態
が
こ
と
な
っ
て
い
た
。
南
方
は
北
方
よ
り
も
、
伝
統
的
な
文
学
の
根
が
強
か
っ
た
こ
と
を
、
お
も
な
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原
因
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
非
伝
統
の
虚
構
の
文
学
が
、
た
だ
ち
に
盛
況
を
見
る
こ
と
は
、
な
か
っ
た
。
ま
ず
精
力
の
は
け
口
と

な
っ
た
の
は
、
詩
で
あ
っ
た（

４
）。

　

吉
川
氏
に
拠
れ
ば
、
南
方
で
は
科
挙
の
停
止
に
よ
っ
て
政
治
へ
の
参
加
を
制
限
さ
れ
た
文
人
達
が
、
そ
の
憤
懣
の
は
け
口
を
詩
に
求

め
た
と
い
う
。
ま
た
査
洪
徳
氏
に
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

南
方
詩
壇
的
繁
榮
、
除
了
社
會
政
治
的
因
素
外
、
文
化
方
面
的
影
響
也
不
可
忽
視
的
、
這
一
時
期
對
理
學
文
學
觀
的
批
判
和
科
擧

的
廢
止
、
帶
來
了
詩
文
觀
念
的
變
革
和
詩
文
創
作
的
大
解
放（
５
）。

南
方
の
詩
壇
の
隆
盛
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
・
政
治
的
な
要
因
の
他
、
文
化
の
方
面
に
お
け
る
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
時

期
の
理
学
的
文
学
観
へ
の
批
判
と
科
挙
の
廃
止
は
、
詩
文
観
念
の
変
革
と
、
詩
文
創
作
に
お
け
る
大
い
な
る
解
放
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
こ
に
は
詩
を
「
末
技
」
と
し
て
退
け
た
道
学
へ
の
反
撥
に
加
え
て
、
科
挙
の
停
止
が
詩
文
創
作
に
「
解
放
」
を
も
た
ら
し
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
。
精
力
と
憤
懣
の
は
け
口
、
解
放
―
こ
れ
ら
先
人
の
指
摘
を
検
証
す
る
た
め
に
も
、
挙
子
業
に
お
け
る
詩
の
在
り
方

と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
科
挙
の
停
止
は
元
代
の
詩
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
か
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
通
し
て
、
冒
頭
に
挙
げ
た
元
人
の
発
言
の
真
意
を
探
っ
て

み
た
い
。

二　

科
挙
の
停
止
と
そ
の
再
開 
―
詩
賦
を
め
ぐ
っ
て
―

　

金
朝
を
滅
ぼ
し
た
後
、
太
宗
オ
ゴ
デ
イ
は
戊
戌
の
選
試
（
一
二
三
八
年
）
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
試
験
は
恒
常
的
な
制
度
と
し
て
は

確
立
し
な
か
っ
た（

６
）。
以
後
、
歴
代
の
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
の
も
と
、
科
挙
に
関
す
る
義
論
は
絶
え
ず
継
続
さ
れ
て
き
た
が
、
実
施
に
は
至
ら

ず
、
そ
の
正
式
な
再
開
は
ア
ユ
ル
バ
ル
ワ
ダ
の
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。『
元
史
』
選
挙
志
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

至
仁
宗
皇
慶
二
年
十
月
、
中
書
省
臣
奏
、「
科
擧
事
、
世
祖
・
裕
宗
累
嘗
命
行
、
成
宗
・
武
宗
尋
亦
有
旨
、
今
不
以
聞
、
恐
或
有
沮

其
事
者
。
夫
取
士
之
法
、
經
學
實
修
己
治
人
之
道
、
詞
賦
乃
摛
章
繪
句
之
學
、
自
隋
唐
以
來
、
取
人
專
尚
詞
賦
、
故
士
習
浮
華
。

今
臣
等
所
擬
將
律
賦
・
省
題
詩
・
小
義
皆
不
用
、
專
立
德
行
明
經
科
、
以
此
取
士
、
庶
可
得
人
。」
帝
然
之
。（
巻
八
一
）
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仁
宗
皇
慶
二
年
（
一
三
一
三
）
十
月
に
至
り
、
中
書
省
臣
奏
す
ら
く
、「
科
挙
の
事
、
世
祖
・
裕
宗
累し
き

り
に
嘗
て
命
じ
て
行
は
し
め

ん
と
し
、
成
宗
・
武
宗
も
尋
い
で
亦
た
旨
有
る
も
、
今
以
て
聞
せ
ざ
る
は
、
恐
ら
く
は
或
い
は
其
の
事
を
沮は
ば

む
者
有
れ
ば
な
り
。

夫
れ
士
を
取
る
の
法
、
経
学
は
実ま
こ
とに

己
を
修
め
人
を
治
む
る
の
道
に
し
て
、
詞
賦
は
乃
ち
章
を
摛し

き
句
を
絵か
ざ

る
の
学
な
り
、
隋
唐

よ
り
以
来
、
人
を
取
る
に
専
ら
詞
賦
の
み
を
尚た
つ
とび
、
故
に
士
習
浮
華
な
り
。
今
臣
等
の
律
賦
・
省
題
詩
・
小
義
を
将も
つ

て
皆
な
用
ゐ

ず
し
て
、
専
ら
徳
行
明
経
の
科
の
み
を
立
つ
る
を
擬
す
る
所
、
此
を
以
て
士
を
取
れ
ば
、
人
を
得
べ
き
に
庶ち
か

し
」
と
。
帝
之
れ
を

然
り
と
す
。

　

こ
こ
に
は
重
要
な
事
柄
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
元
朝
の
科
挙
で
は
従
来
の
よ
う
な
詞
賦
（
詩
賦
）、
つ
ま
り
韻
文
の
重
視

を
や
め
る
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る（

７
）。
科
挙
に
お
け
る
詩
賦
の
存
廃
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
義
論
さ
れ
て
お
り（

８
）、
そ
れ
は
元
代
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
実
は
、
科
挙
に
お
け
る
詩
賦
の
廃
止
は
ク
ビ
ラ
イ
の
頃
に
す
で
に
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
。『
元
史
』
選
挙
志
に

見
え
る
至
元
二
一
年
（
一
二
八
四
）
に
係
る
記
事
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

十
一
月
、
中
書
省
臣
奏
、
皆
以
爲
天
下
習
儒
者
少
、
而
由
刀
筆
吏
得
官
者
多
。
帝
曰
、「
將
若
之
何
。」
對
曰
、「
惟
貢
擧
取
士
爲

便
。
凡
蒙
古
之
士
及
儒
吏
・
陰
陽
・
醫
術
、
皆
令
試
擧
、
則
用
心
爲
學
矣
。」
帝
可
其
奏
。
繼
而
許
衡
亦
議
學
校
科
擧
之
法
、
罷
詩

賦
、
重
經
學
、
定
爲
新
制
。
事
雖
未
及
行
、
而
選
擧
之
制
已
立
。（
巻
八
一
）

十
一
月
、
中
書
省
臣
奏
す
る
に
、
皆
な
以
て
天
下
の
儒
を
習
ふ
者
少
な
く
し
て
、
刀
筆
の
吏
由
り
官
を
得
る
者
多
し
と
為
す
。
帝

曰
く
、「
将
に
之
れ
を
若
何
せ
ん
と
す
」
と
。
対
へ
て
曰
く
、「
惟
だ
貢
挙
し
て
士
を
取
る
を
便
と
為
す
の
み
。
凡
そ
蒙
古
の
士
及

び
儒
吏
・
陰
陽
・
医
術
、
皆
な
試
み
て
挙
ぐ
れ
ば
、
則
ち
心
を
用
ゐ
て
学
を
為
さ
ん
」
と
。
帝
其
の
奏
を
可
と
す
。
継
い
で
許
衡

も
亦
た
学
校
科
挙
の
法
を
議
し
て
、
詩
賦
を
罷
め
、
経
学
を
重
ん
じ
、
定
め
て
新
制
と
為
す
。
事
の
未
だ
行
ふ
に
及
ば
ざ
る
と
雖

も
、
選
挙
の
制
已
に
立
て
り
。

　

許
衡
（
一
二
〇
九
〜
八
一
）
に
よ
る
学
校
科
挙
の
法
は
至
元
十
八
年
（
一
二
八
一
）
以
前
の
も
の
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
記
事
に
拠

れ
ば
、
少
な
く
と
も
至
元
二
一
年
ま
で
に
は
詩
賦
の
廃
止
と
経
学
の
重
視
は
元
朝
の
科
挙
の
基
本
方
針
と
し
て
定
ま
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
、
ア
ユ
ル
バ
ル
ワ
ダ
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
科
挙
再
開
の
詔
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

惟
我
祖
宗
以
神
武
定
天
下
、
世
祖
皇
帝
設
官
分
職
、
徵
用
儒
雅
、
崇
學
校
爲
育
材
之
地
、
議
科
擧
爲
取
士
之
方
、
規
模
宏
遠
矣
。
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朕
以
眇
躬
、
獲
承
丕
祚
、
繼
志
述
事
、
祖
訓
是
式
。
若
稽
三
代
以
來
、
取
士
各
有
科
目
、
要
其
本
末
、
擧
人
宜
以
德
行
爲
首
、
試

藝
則
以
經
術
爲
先
、
詞
章
次
之
。
浮
華
過
實
、
朕
所
不
取
。（『
元
史
』
巻
八
一
、
選
挙
志
）

惟こ

れ
我
が
祖
宗
神
武
を
以
て
天
下
を
定
め
、
世
祖
皇
帝
官
を
設
け
職
を
分
か
ち
、
儒
雅
を
徴
用
し
、
学
校
を
崇た
つ
とび
て
育
材
の
地
と

為
し
、
科
挙
を
議
し
て
取
士
の
方
と
為
す
は
、
規
模
宏
遠
な
る
か
な
。
朕
眇
躬
を
以
て
、
丕お
ほ

い
な
る
祚
さ
い
は
ひを
承
く
る
を
獲え

、
志
を
継

ぎ
て
事
を
述
べ
、
祖
訓
是
れ
式の
っ
とら
ん
。
若す
な
はち
三
代
以
来
を
稽か
ん
がふ
る
に
、
士
を
取
る
に
各お
の
おの
科
目
有
り
、
其
の
本
末
を
要つ
づ

む
れ
ば
、

人
を
挙
ぐ
る
に
宜
し
く
徳
行
を
以
て
首
と
為
し
、
芸
を
試
み
る
に
則
ち
経
術
を
以
て
先
と
為
し
、
詞
章
は
之
れ
に
次
ぐ
べ
し
。
浮

華
の
実
に
過
ぎ
た
る
は
、
朕
の
取
ら
ざ
る
所
な
り
。

　

こ
こ
に
、
元
朝
の
科
挙
で
は
詩
賦
よ
り
も
経
学
や
徳
行
を
重
ん
じ
る
旨
が
正
式
に
宣
言
さ
れ
、
再
開
後
の
科
目
か
ら
詩
は
消
え
た（

９
）。

元
代
の
科
挙
は
、
唐
制
を
継
承
し
て
き
た
従
来
の
制
度
が
道
学
の
導
入
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
科
挙
史
上
の
転
換
点
で
あ
る

が
、
科
挙
と
詩
と
の
関
係
に
お
い
て
も
ま
さ
に
転
換
点
で
あ
っ
た
。

三　

挙
子
業
に
お
け
る
詩 

―
北
中
国
の
場
合
―

　

宋
金
元
代
の
資
料
を
読
む
と
、
挙
子
業
と
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て
興
味
深
い
意
見
が
当
時
存
在
し
た
こ
と
に
気
付
く
。
す
な
わ
ち
、

詩
へ
の
取
り
組
み
を
挙
子
業
が
阻
害
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
北
中
国
と
南
中
国
に
お
け
る
そ
の
実
態
を
検
証
す
る
。
ま
ず

北
中
国
に
つ
い
て
で
あ
る
。
初
期
の
モ
ン
ゴ
ル
の
国
家
制
度
は
主
に
金
朝
の
そ
れ
を
参
照
し
て
お
り
、
故
に
科
挙
に
つ
い
て
も
金
朝
の

状
況
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
金
朝
は
天
会
元
年
（
一
一
二
三
）
に
科
挙
を
開
始
し
、
同
五
年
（
一
一
二
七
）
に
南
北
選
を
制

定
（
翌
年
実
施
）。
南
北
選
で
は
北
人
に
詞
賦
を
、
南
人
に
は
経
義
、
詞
賦
、
策
論
を
課
し
た
が
、
天
眷
元
年
（
一
一
三
八
）、
南
北
両

選
と
も
に
科
目
が
経
義
と
詞
賦
に
統
一
。
さ
ら
に
天
徳
三
年
（
一
一
五
〇
）、
海
陵
王
に
よ
っ
て
南
北
選
は
廃
止
さ
れ
、
経
義
も
罷
め
、

詞
賦
の
み
に
一
本
化
す
る（

（（
（

。
以
後
大
定
二
八
年
（
一
一
八
八
）
に
経
義
科
を
復
活
す
る
も
、
科
挙
に
お
い
て
詞
賦
を
重
視
す
る
傾
向
は

金
末
ま
で
続
い
た
。『
帰
潜
志
』（
崔
文
印
点
校
、
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
巻
八
に
言
う
。

金
朝
取
士
、
止
以
詞
賦
爲
重
、
故
士
人
往
往
不
暇
讀
書
爲
他
文
。
嘗
聞
先
進
故
老
見
子
弟
輩
讀
蘇
黃
詩
、
輒
怒
斥
、
故
學
子
止
工
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於
律
賦
、
問
之
他
文
則
懵
然
不
知
。
間
有
登
第
後
始
讀
書
爲
文
者
、
諸
名
士
是
也
。

金
朝
士
を
取
る
に
、
止た

だ
詞
賦
の
み
を
以
て
重
き
と
為
し
、
故
に
士
人
は
往
往
に
し
て
書
を
読
み
て
他
文
を
為つ
く

る
に
暇
あ
ら
ず
。

嘗
て
聞
く
な
ら
く
先
進
故
老
子
弟
の
輩
の
蘇
（
軾
）
黄
（
庭
堅
）
の
詩
を
読
む
を
見
る
や
、
輒す
な
はち

怒
り
て
斥し
り
ぞく

、
故
に
学
子
は
止

だ
律
賦
に
工た
く

み
な
る
の
み
に
し
て
、
之
れ
に
他
文
を
問
へ
ば
則
ち
懵も
う

然
と
し
て
知
ら
ず
。
間ま

ま
登
第
し
て
後
に
始
め
て
書
を
読
み

て
文
を
為
る
者
有
り
、
諸
名
士
是
れ
な
り
、
と
。

　

文
中
の
「
詞
賦
」
は
こ
こ
で
は
律
賦
を
指
す
が
、
こ
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
金
朝
で
は
、
士
人
達
は
受
験
に
必
要
な
律
賦
以
外
の
文
章

に
つ
い
て
は
殆
ど
学
ば
な
い
と
い
う
状
況
を
呈
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
文
章
に
つ
い
て
は
合
格
後
に
取
り
組
む
と
い
っ
た
様
子
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
風
潮
は
詩
へ
の
取
り
組
み
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。

好
問
十
四
五
、
先
人
令
陵
川
時
、
從
先
生
學
擧
業
。
先
生
敎
之
曰
、「
今
人
賦
學
以
速
售
爲
功
、
六
經
百
氏
分
磔
綴
緝
外
、
或
篇
題

句
讀
之
不
知
。
幸
而
得
之
、
不
免
爲
庸
人
、
况
一
敗
塗
地
者
乎
。」
又
曰
、「
讀
書
不
爲
藝
文
、
選
官
不
爲
利
養
、
唯
通
人
能
之
。」

又
曰
、「
今
世
仕
宦
多
用
貪
墨
敗
官
、
皆
苦
于
飢
凍
、
不
能
自
堅
者
耳
。
男
子
生
世
、
不
耐
飢
寒
、
則
雖
小
事
不
能
成
。
子
試
以
吾

言
求
之
。」
先
生
工
于
詩
、
時
命
好
問
屬
和
。
或
言
、「
令
之
子
欲
就
科
擧
、
詩
非
所
急
、
將
無
徒
費
日
力
耶
？
」
先
生
曰
、「
君
自

不
知
所
以
。
敎
之
作
詩
、
正
欲
渠
不
爲
擧
子
耳
。」（『
中
州
集
』〔
四
部
叢
刊
初
編
〕
巻
九
「
郝
天
挺
小
伝
」）

好
問
十
四
五
に
し
て
、
先
人
の
陵
川
に
令
た
り
し
時
、
先
生
（
郝
天
挺
）
に
従
ひ
挙
業
を
学
ぶ
。
先
生
之
れ
に
教
へ
て
曰
く
、「
今

人
の
賦
学
は
速
售
を
以
て
功
と
為
し
、
六
経
は
百
氏
の
分
磔
し
て
綴
緝
す
る
の
外
、
或
い
は
篇
題
句
読
を
之
れ
知
ら
ず
。
幸
ひ
に

し
て
之
れ
を
得
る
も
、
庸
人
為た

る
を
免
れ
ず
、
况
や
一
敗
地
に
塗ま
み

る
る
者
を
や
」
と
。
又
た
曰
く
、「
書
を
読
み
て
芸
文
を
為
さ

ず
、
官
に
選
ば
れ
て
利
養
を
為
さ
ざ
る
は
、
唯
だ
通
人
の
み
之
れ
を
能
く
す
」
と
。
又
た
曰
く
、「
今
世
の
仕
宦
の
貪
墨
を
用も
つ

て
官

を
敗
る
も
の
多
き
は
、
皆
な
飢
寒
に
苦
し
み
、
自み
づ
から

堅
か
る
能
は
ざ
る
者
な
る
の
み
。
男
子
世
に
生
ま
る
る
も
、
飢
寒
に
耐
へ
ざ

れ
ば
、
則
ち
小
事
と
雖
も
成
す
能
は
ず
。
子
試
み
に
吾
が
言
を
以
て
之
れ
を
求
め
よ
」
と
。
先
生
詩
に
工た
く

み
に
し
て
、
時
に
好
問

に
命
じ
て
属
和
せ
し
む
。
或
る
ひ
と
言
ふ
、「
令
の
子
（
元
好
問
）
科
挙
に
就
か
ん
と
欲
す
る
に
、
詩
は
急せ

く
所
に
非
ざ
れ
ば
、
将

に
徒
ら
に
日
力
を
費
や
す
こ
と
無
か
ら
ん
と
す
る
か
」
と
。
先
生
曰
く
、「
君
お
の
づ
か
自
ら
所
以
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
之
れ
に
作

詩
を
教
ふ
る
は
、
正
に
渠か
れ

の
挙
子
と
為
ら
ざ
る
こ
と
を
欲
す
れ
ば
な
る
の
み
」
と
。
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金
を
代
表
す
る
詩
人
元
好
問
（
一
一
九
〇
〜
一
二
五
七
）
は
郝
天
挺
に
師
事
し
て
挙
子
業
を
学
ん
で
い
た
が
、
郝
天
挺
は
当
時
の
挙

子
業
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
挙
子
業
に
対
し
て
批
判
的
態
度
を
有
し
て
い
た
郝
天
挺
が
、
元
好

問
に
詩
を
教
え
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
こ
の
郝
天
挺
の
教
育
に
対
す
る
当
時
の
人
の
「
詩
は
急

ぎ
学
ぶ
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、（
詩
を
教
え
る
こ
と
は
）
時
間
の
無
駄
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
に
対
し
て
郝
天
挺
は
、「
私
が
元
好
問
に
作
詩
を
教
え
る
の
は
、
彼
に
挙
子
と
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
な
の
だ
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
こ
に
、
当
時
の
北
方
で
の
挙
子
業
に
お
け
る
詩
の
在
り
方
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
詩
を
学
ぶ
こ
と
を
挙
子
業
の

妨
げ
と
す
る
考
え
方
が
当
時
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
元
好
問
の
科
挙
及
第
は
三
二
歳
の
時
で
あ
る
。
彼
の
科
挙
合
格
前
の
詩
に

「
無
端
學
術
與
時
背
、
如
瞽
失
相
徒
倀
倀（

（（
（

（
端
無
く
も
学
術
は
時
と
背
き
、
瞽
の
相
を
失
ひ
て
徒い
た
づら
に
倀
倀
た
る
が
如
し
）」
と
あ
る
よ

う
に
、
か
か
る
郝
天
挺
の
指
導
は
、
元
好
問
を
し
て
科
挙
合
格
を
遅
か
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
記
事
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
引
い
た
『
帰
潜
志
』
巻
八
の
記
事
の
続
き
の
部
分
で
あ
る
。

南
渡
以
來
、
士
人
多
爲
古
學
、
以
著
文
作
詩
相
高
。
然
舊
日
專
爲
科
擧
之
學
者
疾
之
爲
仇
讐
、
若
分
爲
兩
途
互
相
詆
譏
。
其
作
詩

文
者
目
擧
子
爲
科
擧
之
學
、
爲
科
擧
之
學
者
指
文
士
爲
任
子
弟
、
笑
其
不
工
科
擧
。
殊
不
知
國
家
初
設
科
擧
用
四
篇
文
字
本
取
全

才
。
蓋
賦
以
擇
制
誥
之
才
、
詩
以
取
風
騷
之
旨
、
策
以
究
經
濟
之
業
、
論
以
考
識
鑑
之
方
。
四
者
倶
工
、
其
人
材
爲
何
如
也
。
而

學
者
不
知
、
狃
於
習
俗
、
止
力
爲
律
賦
、
至
於
詩
・
策
・
論
倶
不
留
心
。
其
弊
基
於
爲
有
司
者
止
考
賦
、
而
不
究
詩
・
策
・
論
也
。

南
渡
（
一
二
一
四
）
以
来
、
士
人
の
古
学
を
為ま
な

び
、
文
を
著あ
ら
はし

詩
を
作
る
を
以
て
相
ひ
高
し
と
す
る
こ
と
多
し
。
然
れ
ど
も
旧
日

専
ら
科
挙
の
学
を
為
す
者
は
之
れ
を
疾に
く

み
て
仇
讐
と
為
し
、
分
か
ち
て
両
途
と
為
す
が
若
く
し
て
互
ひ
に
相
ひ
詆そ

譏し

る
。
其
の
詩

文
を
作
る
者
は
挙
子
を
目
し
て
科
挙
の
学
と
為
し
、
科
挙
の
学
を
為
す
者
は
文
士
を
指
し
て
任
子
弟
と
為
し
、
其
の
科
挙
に
工た
く

み

な
ら
ざ
る
を
笑
ふ
。
殊
に
国
家
の
初
め
て
科
挙
を
設
く
る
に
四
篇
の
文
字
（
賦
詩
策
論
）
を
用
ゐ
る
は
本も
と

よ
り
全
才
を
取
ら
ん
と

す
れ
ば
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
賦
は
以
て
制
誥
の
才
を
択
び
、
詩
は
以
て
風
騒
の
旨
を
取
り
、
策
は
以
て
経
済
の
業
を
究

め
、
論
は
以
て
識
鑑
の
方
を
考
ふ
る
な
り
。
四
者
倶
に
工た
く

み
な
れ
ば
、
其
の
人
材
や
何
如
と
為
す
や
。
而
れ
ど
も
学
ぶ
者
は
知
ら

ず
し
て
、
習
俗
に
狃な
ら

ひ
、
止た

だ
力つ
と

め
て
律
賦
を
為
す
の
み
に
し
て
、
詩
・
策
・
論
に
至
り
て
は
倶
に
心
に
留
め
ず
。
其
の
弊
は
有

司
と
為
る
者
の
止
だ
賦
を
考
ふ
る
の
み
に
し
て
、
詩
・
策
・
論
を
究
め
ざ
る
に
基
づ
く
な
り
。
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貞
祐
の
南
渡
以
降
、
金
代
文
学
が
に
わ
か
に
盛
況
を
見
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る（

（（
（

が
、
こ
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
そ
こ
で
も
科
挙
は

無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
南
渡
以
来
、
旧
来
通
り
挙
子
業
に
励
む
者
達
の
他
に
、
古
学
を
学
び
、
詩
文
の
制
作
に
打
ち
込
む
者
達
が
現

れ
、
彼
ら
は
二
分
化
の
様
相
を
呈
し
、
互
い
に
そ
し
り
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
律
賦
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
文
体
の
採

点
が
甚
だ
い
い
加
減
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
受
験
生
が
作
詩
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
所
以
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
挙
子
業

に
励
む
こ
と
と
詩
文
に
打
ち
込
む
こ
と
が
相
容
れ
ぬ
も
の
と
し
て
対
立
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
先
の
元
好
問
の
話
と
併
せ
て
考
え
る

と
、
金
朝
後
期
は
挙
子
業
に
お
い
て
詩
を
学
ぶ
こ
と
は
重
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
詩
に
専
心
す
る
こ
と
は
挙
子
業
を
放
棄
す
る
立

場
と
な
り
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
の
楊
奐（
一
一
八
六
〜
一
二
五
五
）の
神
道
碑
に
は
そ
の
こ
と
が
よ
り
直
接
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

泰
和
大
安
間
、
入
仕
者
惟
擧
選
爲
貴
科
、
榮
路
所
在
、
人
爭
走
之
。
程
文
之
外
、
翰
墨
雜
體
、
悉
指
爲
無
用
之
技
。
尤
諱
作
詩
、

謂
其
害
賦
律
尤
甚
。
至
于
經
爲
通
儒
、
文
爲
名
家
、
不
過
翰
苑
六
七
公
而
已
。
君
授
學
之
後
、
其
自
望
者
不
碌
碌
。
擧
業
既
成
、

乃
以
餘
力
作
爲
詩
文
、
下
筆
即
有
可
觀
。（『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
二
三
「
故
河
南
路
課
税
所
長
官
兼
廉
訪
使
楊
君
神
道
之
碑
」）

泰
和
（
一
二
〇
一
〜
〇
八
）
大
安
（
一
二
〇
九
〜
一
一
）
の
間
、
入
仕
す
る
者
の
惟
だ
挙
選
の
み
を
貴
科
と
為
す
は
、
栄
路
の
在

る
所
に
し
て
、
人
争
ひ
て
之
れ
に
走
れ
ば
な
り
。
程
文
の
外
、
翰
墨
の
雑
体
、
悉
く
指
し
て
無
用
の
技
と
為
す
。
尤
も
作
詩
を
諱

む
は
、
謂
へ
ら
く
其
の
賦
律
を
害
す
る
こ
と
尤
も
甚
し
け
れ
ば
な
り
。
経
も
て
通
儒
と
為
り
、
文
も
て
名
家
と
為
る
に
至
り
て
は
、

翰
苑
の
六
七
公
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
君
（
楊
奐
）
授
学
の
後
、
其
の
自み
づ
から

望
む
者
は
碌
碌
な
ら
ず
。
挙
業
既
に
成
り
て
、
乃
ち
余

力
を
以
て
詩
文
を
作つ

為く

り
、
筆
を
下
せ
ば
即
ち
観
る
べ
き
有
り
。

　

こ
こ
に
見
え
る
、
挙
子
業
に
お
い
て
、
程
文
（
試
験
の
解
答
）
に
必
要
の
な
い
諸
文
体
の
中
、
律
賦
の
格
律
を
学
ぶ
上
で
作
詩
が
最

も
有
害
な
も
の
と
し
て
避
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
証
言
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
辞
賦
の
み
を
尊
重
す
る
科
挙
制
度
の
中

に
あ
っ
て
は
、
詩
は
「
余
力
」
を
以
て
よ
う
や
く
取
り
組
む
も
の
で
あ
っ
た
。
金
朝
で
は
挙
子
業
に
お
い
て
作
詩
は
か
く
も
軽
視
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
安
部
健
夫
氏
が
か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う（

（（
（

に
、
金
滅
亡
後
の
北
方
に
お
い
て
は
、
金
朝
の
旧
に
倣
い
詞
賦
を
重
ん
ず
る
「
文
章

派
」
と
、
道
学
を
重
ん
ず
る
「
徳
行
派
」
と
い
う
二
つ
の
知
識
人
集
団
が
存
在
し
、
科
挙
の
施
行
に
つ
い
て
も
意
見
が
対
立
し
て
い
た

（
前
者
は
賛
成
、
後
者
は
反
対
）。
北
中
国
に
お
け
る
科
挙
の
停
止
と
文
学
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
か
か
る
知
識
人
集
団
の
動
き
に
加
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え
、
先
述
の
南
渡
後
の
文
学
の
隆
盛
や
、
趙
秉
文
等
当
時
の
文
壇
の
指
導
者
達
に
よ
る
科
挙
改
革
や
文
学
活
動
等
を
踏
ま
え
た
上
で
慎

重
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
モ
ン
ゴ
ル
が
モ
デ
ル
と
し
た
前

王
朝
で
あ
る
金
朝
の
科
挙
の
実
態
と
し
て
、
挙
子
業
に
お
け
る
詩
の
軽
視
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

四　

挙
子
業
に
お
け
る
詩 

―
南
中
国
の
場
合
―

　

黄
庚
（
一
二
六
〇
〜
一
三
二
八
？
）「
月
屋
漫
稿
自
序
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

僕
自
齠
齔
時
讀
父
書
、
承
師
訓
、
惟
知
習
擧
子
業
、
何
暇
爲
推
敲
之
詩
、
作
間
散
之
文
哉
。
自
科
目
不
行
、
始
得
脫
屣
場
屋
、
放

浪
湖
海
、
凡
平
生
豪
放
之
氣
、
盡
發
而
爲
詩
文
、
且
歷
攷
古
人
沿
襲
之
流
弊
、
脫
然
若
醯
雞
之
出
甕
天
、
坎
蛙
之
蹄
涔
而
遊
江
湖

也
、
遂
得
率
意
爲
之
。
惟
吟
詠
情
性
、
講
明
禮
義
、
辭
達
而
已
、
工
拙
何
暇
計
也
。（『
月
屋
漫
稿
』〔
文
淵
閣
四
庫
全
書
〕
巻
首
）

僕
齠
齔
の
時
よ
り
父
の
書
を
読
み
、
師
の
訓を
し
へを

承
く
る
も
、
惟
だ
挙
子
業
を
習
ふ
こ
と
を
知
る
の
み
に
し
て
、
何
ぞ
推
敲
の
詩
を

為つ
く

り
、
間
散
の
文
を
作
る
に
暇
あ
ら
ん
や
。
科
目
行
は
れ
ず
し
て
よ
り
、
始
め
て
場
屋
を
脱
屣
し
、
湖
海
を
放
浪
し
、
凡
そ
平
生

豪
放
の
気
、
尽
く
発
し
て
詩
文
を
為
る
を
得
た
り
。
且も

し
古
人
の
沿
襲
せ
る
流
弊
を
歴
攷
す
れ
ば
、
脱
然
た
る
こ
と
醯
雞
の
甕
天

よ
り
出
で
、
坎
蛙
の
蹄み
づ
た
ま
り涔よ
り
し
て
江
湖
に
遊
ぶ
が
若
く
し
て
、
遂
に
意
に
率し
た
がひ
て
之
れ
を
為
る
を
得
た
り
。
惟
だ
情
性
を
吟
詠

し
、
礼
義
を
講
明
し
、
辞
は
達
す
る
の
み
な
れ
ば
、
工
拙
何
ぞ
計
る
に
暇
あ
ら
ん
。

　

黄
庚
は
幼
少
よ
り
挙
子
業
を
学
ん
で
い
た
が
、
そ
の
頃
は
一
文
字
一
文
字
を
追
求
し
て
詩
を
作
っ
た
り
、
心
の
ま
ま
に
自
由
に
文
章

を
綴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
科
挙
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
初
め
て
各
地
を
遊
覧
し
、
心
の
ま
ま
に
存
分
に
詩
文
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
酒
壷
中
の
虫
が
壷
外
に
飛
び
出
し
、
井
中
の
蛙
が
大
海
に
飛
び
出
す
か
の
如
き

解
放
感
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
は
「
辭
達
而
已
」、
作
者
の
考
え
や
思
い
が
伝
わ
り
さ
え
す
れ
ば
巧
拙
な
ど
は
顧
み
る
所
で
は
な

か
っ
た
。「
何
暇
爲
推
敲
之
詩
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
挙
子
業
に
お
け
る
作
詩
の
占
め
る
位
置
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

　

ま
た
戴
表
元
（
一
二
四
四
〜
一
三
一
〇
）『
剡
源
戴
先
生
文
集
』（
四
部
叢
刊
初
編
）
巻
九
「
陳
晦
父
詩
序
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

世
多
言
唐
人
能
攻
詩
、
豈
惟
唐
人
。
自
劉
項
二
曹
父
子
起
兵
間
、
即
皆
能
之
、
無
問
文
士
。
至
唐
人
乃
設
此
以
備
科
目
、
人
不
能
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詩
、
自
無
以
行
其
名
、
故
不
得
不
攻
耳
。
近
世
汴
梁
江
浙
諸
公
既
不
以
名
取
人
、
詩
事
幾
廢
、
人
不
攻
詩
、
不
害
爲
通
儒
。
余
猶

記
與
陳
晦
父
昆
弟
爲
兒
童
時
、
持
筆
橐
出
里
門
、
所
見
名
卿
大
夫
、
十
有
八
九
出
於
場
屋
科
擧
。
其
得
之
之
道
、
非
明
經
則
詞
賦
、

固
無
有
以
詩
進
者
、
間
有
一
二
以
詩
進
、
謂
之
雜
流
、
人
不
齒
錄
。
惟
天
台
閬
風
舒
東
野
、
及
余
數
人
輩
、
而
成
進
士
早
、
得
以

間
暇
習
之
、
然
亦
自
以
不
切
之
務
、
每
遇
情
思
感
動
、
吟
哦
成
章
、
即
私
藏
箱
笥
、
不
敢
以
傳
諸
人
。
譬
之
方
士
燒
丹
鍊
氣
、
單

門
秘
訣
、
雖
甚
珍
惜
、
往
往
非
人
間
所
通
愛
。
久
之
、
科
擧
場
屋
之
弊
倶
革
、
詩
始
大
出
。

世
に
唐
人
の
能
く
詩
を
攻を
さ

む
る
を
言
ふ
こ
と
多
け
れ
ど
も
、
豈
に
惟
だ
唐
人
の
み
な
ら
ん
や
。
劉
（
邦
）
項
（
羽
）
二
曹
父
子
（
曹

操
、
曹
丕
）
兵
間
に
起
こ
る
と
自い
へ
ども

、
即
ち
皆
な
之
れ
を
能
く
す
れ
ば
、
文
士
を
問
ふ
無
し
。
唐
人
に
至
り
て
は
乃
ち
此
を
設
け

て
以
て
科
目
に
備
へ
、
人
は
詩
す
る
能
は
ざ
れ
ば
、
自
お
の
づ
から
以
て
其
の
名
を
行
は
し
む
る
無
く
、
故
に
攻
め
ざ
る
を
得
ざ
る
の
み
。

近
世
汴
梁
江
浙
の
諸
公
既
に
名
を
以
て
人
を
取
ら
ざ
れ
ば
、
詩
事
は
幾ほ
と
んど
廃す
た

れ
、
人
は
詩
を
攻
め
ざ
る
も
、
通
儒
と
為な

る
を
害
せ

ず
。
余
猶
ほ
記
す
に
陳
晦
父
の
昆
弟
と
与と
も

に
児
童
為た

り
し
時
、
筆ふ
ば
こ橐
を
持
ち
て
里
門
よ
り
出
づ
れ
ば
、
見ま
み

ゆ
る
所
の
名
卿
大
夫
、

十
に
八
九
は
場
屋
科
挙
に
出
づ
る
有
り
。
其
の
之
れ
を
得
た
る
の
道
、
明
経
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
詞
賦
な
り
、
固も
と

よ
り
詩
を
以
て
進

む
る
者
有
る
無
く
、
間ま

ま
一
二
の
詩
を
以
て
進
む
る
有
る
も
、
之
れ
を
雑
流
と
謂
ひ
、
人
は
歯
録
せ
ず
。
惟
だ
天
台
の
閬
風
舒
東

野
（
岳
祥
）、
及
び
余
数
人
の
輩
、
進
士
と
成
る
こ
と
早
け
れ
ば
、
間
暇
を
以
て
之
れ
を
習
ふ
を
得
た
り
、
然
れ
ど
も
亦
た
自み
づ
から

不

切
の
務
た
る
を
以
て
、
情
思
の
感
動
し
、
吟
哦
し
章
を
成
す
に
遇
ふ
毎ご
と

に
、
即
ち
私ひ
そ

か
に
箱
笥
に
蔵
し
、
敢
へ
て
以
て
諸
人
に
伝

へ
ず
。
之
れ
を
譬
ふ
る
に
方
士
の
焼
丹
錬
気
、
単
門
の
秘
訣
の
、
甚
だ
珍
惜
す
る
と
雖
も
、
往
往
に
し
て
人
間
の
通
愛
す
る
所
に

非
ざ
る
が
ご
と
し
。
之
れ
を
久
し
く
し
て
、
科
挙
場
屋
の
弊
倶
に
革あ
ら
たま
り
、
詩
始
め
て
大
い
に
出
づ
。

　

文
中
の
舒
岳
祥
（
一
二
一
九
〜
九
八
）
は
宝
祐
二
年
（
一
二
五
六
）
の
進
士
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
状
況
は
宋
末
の
も
の
と
見

て
よ
い
。
こ
の
文
章
に
拠
れ
ば
、
文
学
の
名
声
が
科
挙
合
格
を
大
き
く
左
右
し
た
唐
代
で
は
、
受
験
に
際
し
て
己
の
名
声
を
高
め
る
た

め
詩
に
熱
心
に
取
り
組
む
者
が
多
く
い
た
が
、
近
年
は
か
か
る
風
潮
も
無
く
な
り
、
詩
で
名
声
を
得
る
こ
と
が
科
挙
受
験
で
大
き
な
意

味
を
持
た
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
合
格
を
目
指
す
者
達
は
詩
に
熱
心
に
取
り
組
ま
ず
、
ま
た
そ
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
と
い
う
。
舒
岳
祥
等
が
合
格
後
に
よ
う
や
く
閑
暇
を
以
て
詩
に
精
を
出
し
始
め
た
も
の
の
、
そ
れ
を
「
不
切
の
務
」
と
見
な
し
て
い

た
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
合
格
後
で
す
ら
か
か
る
状
況
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
合
格
前
の
挙
子
業
に
励
む
段
階
に
お
い
て
は
、
先
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の
黄
庚
の
例
に
鑑
み
て
も
尚
更
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
元
好
問
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
で
も
挙
子
業
に
お
い
て
詩
は
「
急
く
所
に
非
」
ざ

る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
南
北
に
お
い
て
、
挙
子
業
の
た
め
に
作
詩
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
と
い
う
情
況
が
当
時
存
在

し
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
士
人
達
が
心
血
を
注
い
だ
挙
子
業
に
お
い
て
、
詩
は
か
く
も
軽
視
さ
れ
て
い
た
。
南
宋
後
期
、
詩
は
修
身
に

無
益
な
「
末
技
」
と
し
て
道
学
者
ら
に
排
斥
さ
れ
た
が
、
挙
子
業
に
お
い
て
も
そ
の
比
重
は
低
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
文
章
に
は
さ
ら
に
重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
唐
詩
が
科
挙
制
度
を
背
景
と
し
て
繁
栄
し
た
の
に
対
し
、
宋
代
で

は
何
故
か
か
る
事
態
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
両
朝
の
科
挙
制
度
に
お
け
る
決
定
的
な
違
い
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
行
巻
（
公
巻
）
の
有
無
で
あ
る
。
行
巻
と
は
科
挙
受
験
者
が
あ
ら
か
じ
め
自
作
の
詩
文
を
有
力
者
や
試
験
官
に
献
上
し
、

文
学
の
能
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
己
の
声
望
を
高
め
る
と
い
う
、
科
挙
受
験
の
事
前
運
動
の
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
唐
代
文
学
の
発
展
が
こ
の
行

巻
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
こ
と
は
す
で
に
先
人
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り（

（（
（

、
文
中
の
「
人
不
能
詩
…
…
」
も
こ
の
こ
と
を
指
摘

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
風
習
は
宋
代
に
な
る
と
糊
名
法
・
謄
録
法
の
制
定
施
行
を
経
て
、
慶
暦
元
年
（
一
〇
四
一
）
に
廃
止
さ
れ
る（

（（
（

。

「
近
世
汴
梁
江
浙
諸
公
既
不
以
名
取
人
、
詩
事
幾
廢
、
人
不
攻
詩
」
と
は
、
か
か
る
制
度
上
の
変
化
に
伴
い
詩
へ
の
取
り
組
み
も
変
化
し

た
こ
と
を
述
べ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
同
じ
く
戴
表
元
の
「
張
君
信
詩
序
」（『
剡
源
戴
先
生
文
集
』
巻
八
）
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

君
信
雖
精
詞
賦
、
遇
大
進
取
、
輒
不
利
。
然
亦
數
數
爲
詩
。
嘗
以
贄
見
其
郷
先
生
陳
性
善
學
士
。
陳
學
士
戲
曰
、「
子
欲
持
是
上
春

官
乎
。」
君
信
慚
之
、
棄
其
詩
、
復
專
攻
詞
賦
、
而
科
擧
廢
矣
。
於
是
君
信
若
慍
若
狂
、
始
放
意
爲
詩
、
不
復
如
前
卻
行
顧
忌
。

（
張
）
君
信
詞
賦
に
精
に
し
て
、
遇た
ま
たま
大
い
に
進
取
す
る
と
雖
も
、
輒
ち
利
あ
ら
ず
。
然
る
に
亦
た
数た
び
た数
び
詩
を
為つ
く

る
。
嘗
て
贄
を

以
て
其
の
郷
先
生
陳
性
善
学
士
に
見ま
み

ゆ
。
陳
学
士
戯
れ
て
曰
く
、「
子
是
を
持
ち
て
春
官
に
上の
ぼ

ら
ん
と
欲
す
る
か
」
と
。
君
信
之
れ

を
慚
ぢ
、
其
の
詩
を
棄
て
、
復
た
専
ら
詞
賦
の
み
を
攻を
さ

む
る
も
、
而
れ
ど
も
科
挙
廃
さ
る
。
是
に
於
て
君
信
愠う
ら

む
が
若
く
狂
ふ
が

若
く
し
て
、
始
め
て
意
を
放
ち
て
詩
を
為
る
に
、
復
た
前
の
如
く
却
行
顧
忌
せ
ず
。

　

福
建
の
張
君
信
は
詞
賦
に
優
れ
て
い
た
が
科
挙
に
及
第
で
き
な
か
っ
た
。
あ
る
時
平
生
の
詩
作
を
陳
性
善
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、「
君
は

そ
の
詩
を
持
っ
て
科
挙
に
臨
む
つ
も
り
か
ね
」
と
か
ら
か
わ
れ
、
恥
じ
た
張
君
信
は
そ
の
詩
を
棄
て
、
以
後
専
ら
詞
賦
の
み
に
励
ん
だ

と
い
う（

（（
（

。
こ
こ
に
も
挙
子
業
に
お
け
る
詩
の
在
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
科
挙
が
廃
さ
れ
た
後
、
張
君
信
は
落
胆
の
あ
ま
り
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狂
い
そ
う
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
以
前
の
よ
う
に
躊
躇
し
た
り
遠
慮
し
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
、
存
分
に
詩
を
作
っ
た
。

挙
子
業
に
取
り
組
む
間
は
、
存
分
に
詩
に
作
る
こ
と
は
「
卻
行
顧
忌
」
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
科
挙
の
停
止
が
よ
う
や
く
そ
れ
を

可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。五　

科
挙
の
停
止
と
作
詩
熱
の
勃
興

　

詩
へ
の
取
り
組
み
を
阻
害
し
て
い
た
科
挙
が
停
止
さ
れ
、
そ
の
後
、
江
南
に
お
い
て
作
詩
熱
の
勃
興
と
い
う
べ
き
現
象
が
生
じ
た
。

冒
頭
に
挙
げ
た
欧
陽
玄
等
の
発
言
に
は
、
本
稿
で
論
じ
た
挙
子
業
と
詩
と
の
関
係
が
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
考
え
ら

れ
る（

（（
（

。
三
浦
秀
一
氏
も
論
じ
た
如
く
、
当
時
の
士
人
・
文
人
達
の
科
挙
停
止
に
対
す
る
反
応
は
様
々
で
あ
っ
た（

（（
（

が
、
か
か
る
作
詩
熱
の

勃
興
も
そ
の
反
応
の
一
つ
と
し
て
、
元
代
文
学
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
科
挙
の
停
止
が
元
詩
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
当
時
の
挙
子
業
に
お
け
る
詩
の
在
り
方
と
元
初
の
江
南

に
お
け
る
作
詩
熱
の
勃
興
に
着
目
し
て
論
じ
て
き
た
が
、
論
ず
べ
き
問
題
は
こ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
戴
表
元
の
「
陳
無

逸
詩
序
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

余
年
二
十
四
五
時
、
識
龍
泉
陳
公
於
杭
。
自
是
展
轉
離
合
八
九
年
、
得
間
、
無
不
以
文
字
相
聞
、
然
未
嘗
說
詩
。
龍
泉
公
居
湖
、

晩
年
歸
湖
、
既
歿
、
而
余
始
識
湖
之
秀
民
奇
士
能
詩
者
數
人
。
數
人
皆
詩
淸
嚴
有
法
度
、
竊
怪
之
。
蓋
雖
科
擧
學
廢
、
人
人
縱
意

無
所
累
、
然
未
應
頓
悟
至
此
。（『
剡
源
戴
先
生
文
集
』
巻
八
）

余
年
二
十
四
五
の
時
、
龍
泉
陳
公
を
杭
に
識
る
。
是
よ
り
展
転
離
合
す
る
こ
と
八
九
年
、
間
を
得
、
文
字
を
以
て
相
ひ
聞
こ
え
ざ

る
無
く
も
、
然
れ
ど
も
未
だ
嘗
て
詩
を
説
か
ず
。
龍
泉
公
湖
に
居
り
、
晩
年
湖
に
帰
る
も
、
既
に
歿
し
、
而
し
て
余
始
め
て
湖
の

秀
民
奇
士
の
詩
を
能
く
す
る
者
数
人
を
識
る
。
数
人
皆
な
詩
は
清
厳
に
し
て
法
度
あ
り
、
窃
か
に
之
れ
を
怪
し
む
。
蓋
ぞ
科
挙
の

学
廃
さ
れ
、
人
人
意
を
縦
ほ
し
い
ま
まに
し
て
累し
ば

ら
る
る
所
無
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
未
だ
応
じ
て
頓
悟
せ
ざ
る
こ
と
此
に
至
ら
ん
や
。

　

科
挙
の
学
が
廃
止
さ
れ
、
作
詩
に
お
い
て
人
々
を
拘
束
す
る
も
の
は
無
く
な
っ
た
は
ず
だ
が
、
と
戴
表
元
は
言
う
。
科
挙
の
停
止
は

当
時
の
作
詩
に
変
化
を
も
た
ら
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
変
化
に
つ
い
て
最
後
に
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
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手
掛
り
と
し
て
、
掲
傒
斯
（
一
二
七
四
〜
一
三
四
四
）「
呉
清
寧
文
集
序
」
に
見
え
る
次
な
る
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。

須
溪
没
一
十
有
七
年
、
學
者
復
靡
然
棄
哀
怨
而
趨
和
平
、
科
挙
之
利
誘
之
也
。（『
掲
文
安
公
全
集
』〔
四
部
叢
刊
初
編
〕
巻
八
）

須
渓
歿
し
て
よ
り
一
十
有
七
年
、
学
ぶ
者
復
た
靡
然
と
し
て
哀
怨
を
棄
て
和
平
に
趨
る
は
、
科
挙
の
利
の
之
れ
を
誘
ふ
な
り
。

　
「
須
渓
」
と
は
宋
末
元
初
の
評
点
家
劉
辰
翁
の
号
で
あ
る
。
彼
の
評
点
は
「
情
」
の
重
視
を
特
徴
と
し
、
そ
の
評
点
活
動
は
科
挙
の
停

止
と
期
を
同
じ
く
し
て
開
始
さ
れ
、
当
時
の
文
人
達
か
ら
高
い
評
価
を
得
た（

（（
（

。
掲
傒
斯
の
言
う
「
哀
怨
を
棄
て
て
和
平
に
趨
る
」
と
は
、

す
な
わ
ち
詩
が
挙
子
業
の
一
環
と
し
て
作
ら
れ
る
際
に
失
わ
れ
る
も
の
こ
そ
が
「
哀
怨
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
言
う
。
つ
ま
り
、
詩

に
込
め
ら
れ
て
い
た
哀
し
み
や
怨
み
と
い
っ
た
激
し
い
「
情
」
が
、
科
挙
が
再
開
さ
れ
人
々
が
「
和
平
」
へ
と
趨
っ
た
結
果
失
わ
れ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
和
平
」
と
は
、
ほ
と
ば
し
る
激
情
を
抑
え
、
穏
や
か
で
か
つ
格
律
に
則
っ
た
作
詩
を
言
う
も
の
と
解
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
科
挙
で
課
さ
れ
る
詩
と
は
、
格
律
を
順
守
し
題
意
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
戴
表
元
の

言
う
所
の
詩
を
「
累し
ば

」
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
作
者
の
思
い
や
感
情
を
縦
に
詩
に
強
く
込
め
る
こ
と
は
科
挙
の
程
式
に
そ
ぐ
わ
ず
、

従
っ
て
、
か
か
る
詩
は
挙
子
業
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
黄
庚
は
科
挙
停
止
後
の
自
ら
の
詩
文
創
作
に
つ
い
て

「
惟
吟
詠
情
性
」「
辭
達
而
已
、
工
拙
何
暇
計
也
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、「
情
性
」
を
抑
制
し
、「
工
拙
」
を
「
計
」

る
も
の
が
挙
子
業
で
求
め
ら
れ
る
作
詩
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
戴
表
元
の
言
う
所
の
「
清
嚴
」
に
し
て

「
法
度
」
の
有
る
詩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
思
い
出
さ
れ
る
の
は
元
代
の
詩
学
に
お
け
る
「
情
」
の
重
視
で
あ
ろ
う
。
元

代
は
詩
に
「
情
」
を
込
め
る
こ
と
が
盛
ん
に
主
張
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
か
か
る
元
詩
の
趨
勢
は
科
挙
の
停
止
と
も
関
連
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
詳
し
く
考
察
し
た
い
。

注

（
１
）  

後
の
再
開
を
踏
ま
え
る
と
「
停
止
」
と
言
う
べ
き
だ
が
、
本
稿
で
は
資
料
の
表
記
に
従
い
「
廃
止
」
と
ま
ま
表
記
す
る
。

（
２
）  

元
代
の
科
挙
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
渡
辺
健
哉
「
近
年
の
元
代
科
挙
研
究
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
九
六

号
、
中
国
文
史
哲
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
）
が
近
年
の
科
挙
研
究
に
つ
い
て
整
理
・
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
。
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（
３
）  

た
だ
し
こ
の
説
に
は
異
論
も
多
い
。
例
え
ば
高
橋
文
治
「
金
末
の
士
風
と
元
曲
」（『
中
国
文
学
報
』
第
三
四
冊
、
京
都
大
学
文
学
部
中

国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
、
一
九
八
二
年
）
に
は
「
当
時
の
多
く
の
士
人
達
を
し
て
元
曲
に
む
か
わ
し
め
た
も
の
は
、
科
挙
の
廃
止
を
は

じ
め
と
す
る
新
体
制
の
体
質
が
彼
等
を
不
遇
に
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
王
朝
交
替
の
悲
劇
が
彼
等
に
生
活
意
識

の
改
革
を
せ
ま
っ
た
か
ら
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
彼
等
は
、
金
朝
（
特
に
貞
祐
の
南
遷
後
の
そ
れ
）
の
遺
風
を
忠
実
に
な
ぞ

り
、
受
け
嗣
い
だ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
、
多
く
の
散
曲
や
雑
劇
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

（
４
）  

吉
川
幸
次
郎
『
元
明
詩
概
説
』（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
再
版
。
初
版
は
一
九
六
三
年
、
中
国
詩
人
選
集
二
集
二
、
岩
波

書
店
）
一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
。

（
５
）  

査
洪
徳
『
理
学
背
景
下
的
元
代
文
論
与
詩
文
』（
中
華
文
史
新
刊
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
十
五
頁
。

（
６
）  

『
元
史
』
選
挙
志
に
「（
太
宗
）
九
年
（
一
二
三
七
）
秋
八
月
、
下
詔
命
斷
事
官
朮
忽
䚟
與
山
西
東
路
課
稅
所
長
官
劉
中
、
歷
諸
路
考
試
。

以
論
及
經
義
、
詞
賦
分
爲
三
科
、
作
三
日
程
、
專
治
一
科
、
能
兼
者
聽
、
但
以
不
失
文
義
爲
中
選
。
…
…
而
當
世
或
以
爲
非
便
、
事
復
中

止
」（
巻
八
一
）
と
。

（
７
）  

詞
賦
（
詩
賦
）
と
は
主
に
科
挙
で
課
さ
れ
る
韻
文
（
詩
と
賦
）
を
意
味
す
る
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
主
に
律
賦
を
指
す
場
合
も
あ
り
、

文
脈
に
従
っ
た
解
釈
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
に
言
う
「
詞
賦
」
は
、『
通
制
条
格
』
巻
五
所
収
の
直
訳
体
に
よ
る
同
上
奏
文
に
「
詞
賦

的
是
吟
詩
・
課
賦
・
作
文
字
的
勾
當
」
と
あ
り
、
や
や
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
８
）  

科
挙
で
詩
賦
を
課
す
こ
と
の
是
非
に
関
す
る
議
論
の
歴
史
は
古
く
、
欧
陽
脩
ら
に
よ
る
慶
暦
年
間
の
科
挙
改
革
や
、
煕
寧
年
間
に
お
け

る
王
安
石
の
科
挙
改
革
等
、
詩
賦
の
重
視
を
見
直
し
、
或
い
は
詩
賦
を
課
す
こ
と
を
実
際
に
罷
め
た
例
も
あ
る
。

（
９
）  

元
朝
の
科
挙
で
は
、
蒙
古
・
色
目
人
に
は
第
一
場
で
経
問
五
条
を
、
第
二
場
で
策
を
課
し
、
漢
人
・
南
人
に
は
第
一
場
で
明
経
（
経
疑
・

経
義
）、
第
二
場
で
古
賦
・
詔
誥
・
章
表
よ
り
一
題
、
第
三
場
で
策
を
課
し
た
（『
元
史
』
巻
八
一
、
選
挙
志
）。

（
10
）  

金
の
科
挙
に
つ
い
て
は
三
上
次
男
『
金
史
研
究
（
三
）
金
代
政
治
・
社
会
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
三
年
）
第
八
「
金

の
科
挙
制
度
と
そ
の
政
治
的
側
面
」、
薛
瑞
兆
『
金
代
科
挙
』（
中
国
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
11
）  

元
好
問
『
遺
山
先
生
文
集
』（
四
部
叢
刊
初
編
）
巻
三
「
雪
後
招
鄰
舎
王
賛
子
襄
飲
」。

（
12
）  

例
え
ば
張
晶
『
遼
金
元
詩
歌
史
論
』（
中
国
詩
歌
史
論
叢
書
、
吉
林
教
育
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
第
二
編
第
六
章
「
南
渡
詩
壇
：
金
詩
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的
振
起
」、
劉
明
今
『
遼
金
元
文
学
史
案
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
第
一
篇
八
「
古
学
之
興
」、
九
「
金
季
詩
文
論
辯
之
学
」

等
を
参
照
。

（
13
）  
安
部
健
夫
「
元
代
知
識
人
と
科
挙
」（『
史
林
』
第
四
二
巻
第
六
号
、
史
学
研
究
会
、
一
九
五
九
年
。
の
ち
同
氏
『
元
代
史
の
研
究
』〔
創

文
社
、
一
九
七
二
年
〕
所
収
）。

（
14
）  

唐
代
の
行
巻
に
つ
い
て
は
程
千
帆
『
唐
代
進
士
行
巻
与
文
学
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
。
の
ち
『
唐
代
の
科
挙
と
文
学
』〔
松

岡
栄
志
・
町
田
隆
吉
訳
、
凱
風
社
、
一
九
八
六
年
〕
と
し
て
邦
訳
）
に
詳
し
い
。
こ
の
風
習
は
宋
初
ま
で
行
な
わ
れ
た
が
、
宋
代
に
つ
い

て
は
高
津
孝
「
宋
初
行
巻
考
」（『
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
学
科
論
集
』
三
六
、一
九
九
二
年
）、
東
英
寿
『
欧
陽
脩
古
文
研
究
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
上
篇
「
行
巻
よ
り
見
た
北
宋
の
古
文
復
興
」
等
を
参
照
。

（
15
）  

前
掲
程
氏
著
を
参
照
。
な
お
唐
代
の
挙
子
業
に
お
け
る
詩
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
白
居
易
「
与
元
九
書
」（『
白
氏
文
集
』〔
四

部
叢
刊
初
編
〕
巻
二
八
）
に
「
十
五
六
始
知
有
進
士
、
苦
節
讀
書
。
二
十
已
來
、
晝
課
賦
、
夜
課
書
、
間
又
課
詩
」
と
あ
る
よ
う
に
、
挙

子
業
そ
の
も
の
の
中
で
は
そ
の
比
重
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
16
）  

荒
木
敏
一
『
宋
代
科
挙
制
度
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
六
九
年
）
第
一
章
第
三
節
の
二
「
公
巻
の
廃
止
」
を
参
照
。

（
17
）  

こ
こ
で
は
「
詞
賦
」
と
「
詩
」
を
並
立
す
る
が
、
こ
の
「
詩
」
と
は
科
挙
の
程
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
詩
を
指
す
か
。

（
18
）  

な
お
、
科
挙
の
学
を
否
定
し
て
文
学
に
専
心
し
た
人
々
は
科
挙
停
止
前
か
ら
も
す
で
に
存
在
し
た
が
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
科
挙

の
停
止
が
元
初
の
作
詩
熱
の
勃
興
の
大
き
な
き
っ
か
け
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
19
）  

三
浦
秀
一
「
元
朝
南
人
に
お
け
る
科
挙
と
朱
子
学
」（
同
氏
『
中
国
心
学
の
稜
線 

元
朝
の
知
識
人
と
儒
道
仏
三
教
』
所
収
、
研
文
出
版
、

二
〇
〇
三
年
）

（
20
）  

拙
稿
「
劉
辰
翁
の
評
点
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
学
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
七
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
〇
八
年
）、
同

「
劉
辰
翁
の
評
点
と
「
情
」」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
二
集
、
日
本
中
国
学
会
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
21
）  

例
え
ば
劉
辰
翁
『
須
渓
集
』
巻
六
「
曽
季
章
家
集
序
」
で
は
「『
詩
』
自
小
夫
賤
隷
興
寄
深
厚
、
後
來
作
者
必
不
能
及
」
と
、『
詩
経
』

を
例
に
詩
に
「
情
」
を
込
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
論
じ
つ
つ
、
続
い
て
同
文
中
に
「
科
擧
興
、
士
能
時
文
而
止
、
而
時
文
亦
復
猥
陋
不
達
」

と
科
挙
批
判
が
述
べ
ら
れ
る
。
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